
【5-5】 

湾・灘の区分 香川県沿岸（播磨灘、備讃瀬戸、備後灘） 

取組の名称 かがわ「里海」づくりビジョン 

事業期間 事業期間：H25.4.24（かがわ「里海」づくり協議会の設置）～継続実施中 

事業体制 かがわ里海づくり協議会 

事業の背景・目的 香川の海が抱える主な課題 

①改善傾向が見られない「有機汚濁」

②「栄養塩」の循環バランスの崩れ

③依然として少ない「藻場」

④対応が急がれる「海ごみ」問題

⑤「人と海の関わり」の希薄化

→共有理念となる『かがわ「里海」づくりビジョン』の策定（H25.9.7策定）

＜香川県計画における『かがわ「里海」づくりビジョン』の位置づけ＞ 

平成28年10月に、瀬戸内海環境保全特別措置法に基づく「瀬戸内海の

環境保全に関する香川県計画」の変更を行っており、『かがわ「里海」づくり

ビジョン』の内容を計画に組み入れている。この香川県計画では、様々な

指標を用いて、5年ごとに取組みの状況を把握し、点検を行うこととしてい

る。 

座長

香川大学 増田名誉教授

目指すべきかがわの「里海」の姿
（人と自然が共生する持続可能な豊かな海）

「里海」を活かした新しい価値創造
～SATOUMIを香川から世界へ～
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事業場所の詳細 香川県内 

事業内容 ＜『かがわ「里海」づくりビジョン』における主な取組み＞ 

・人づくり（かがわ里海大学）

・里海づくりへの県民の意識啓発（里海ナビゲーション、県民参加型モニタ

リング）、企業の参加（里海コンシェルジュ）

・かがわ「里海」づくりシンポジウム

・海ごみの回収処理、発生抑制

人

仕組み つながり

拠点フィールドづくり

海底堆積ごみ回収・処理
システムの構築

理念の共有・意識の醸成

ビジョンの策定

シンポジウム等の開催

メディア等を活用した
情報発信

里海キャラバン

さぬ☆キラ

里海ナビゲーション

(絵日記コンテスト)

かがわ里海大学の開校

里海コンシェルジュ活動

協議会（21団体）の設置

庁内検討会（部局横断）の設置

データに基づく
順応的管理

基本モデルの構築

参加型モニタリング

調査研究

 里海ツアー

聞き書きプロジェクト

里海ナビゲーション(海辺マップ、里海の幸)

セミナー、勉強会の開催

リーダー育成

 企業向けセミナー
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モニタリング方法（効

果の確認方法）の概

要

香川県計画では、以下の指標を用いて取組みの状況を把握することとしてい

る。 

里海づくりの推進

・かがわ里海大学修了者数

・ふれあいの頻度（年に１回以上海に行った人の割合など）

・環境教育･環境学習参加者数

美しい海

(1) 水質の保全及び管理

・水質汚濁に係る環境基準達成状況

・汚濁負荷量（化学的酸素要求量（COD）、窒素、りん）

・汚水処理人口普及率

・環境技術実証事業実施件数

・家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律への対応状

況

・エコファーマー認定件数（累積）

・耕作放棄地解消面積

・PRTR に基づく公共用水域への届出排出量

・海水浴場の数

・海水浴場の利用者数

・海水浴場の水質判定基準の達成状況

・水生生物及び海ごみ調査参加者数

(2) 自然景観及び文化的景観の保全

・国立公園面積

・国立公園利用者数

・県立自然公園面積

・県立自然公園利用者数

・景観法に基づく景観計画の策定自治体数

・森林面積

・森林整備面積（累計）

・保安林指定面積

・林地開発許可処分件数

・県民がふれあうことのできるみどりの面積

・重要伝統的建造物群保存地区選定件数

・史跡、名勝、天然記念物等の国指定件数

・重要文化的景観選定数

・都市計画法に基づく風致地区数

・都市緑地法に基づく特別緑地保全地区指定面積

・県内一斉海ごみクリーン作戦参加者数

・海底ごみ回収活動実施箇所数

・海底堆積ごみ回収量

・海岸漂着物回収量

・放置竹林対策実施面積
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生物が多様な海

(1) 沿岸域の環境の保全、再生及び創出等

・藻場面積、干潟面積、塩性湿地面積

・砂浜延長

・渡り鳥飛来数

・底生生物の出現種数

・底生生物の個体数

・自然再生推進法に基づく取組み箇所数

・自然海浜保全地区数

・鳥獣保護区の数

・生物多様性基本法に基づく生物多様性地域戦略の策定自治体数

・藻場造成面積（累計）

(2) 水産資源の持続的な利用の確保

・漁業生産量

・クロロフィルａ

・保護水面指数

・漁場改善計画数

・漁場改善計画策定漁協の養殖生産量シェア

・水産資源保護培養海域数

・海砂利採取量

・海底ごみ回収活動実施箇所数（再掲）

・藻場造成面積（再掲）

交流と賑わいのある海

(1) 自然景観及び文化的景観の保全

・エコツーリズム推進アドバイザー派遣回数

・エコツーリズム地域活性化支援交付金の活用団体数

・ふれあいの頻度（年に１回以上海に行った人の割合など）（再掲）

取組による効果・影

響及びその判断基

準等 

里海づくりの人材育成等を進めている。 

現状での課題 里海づくりの取り組みを県全体に広げる。 

今後の予定等 引き続き実施する。 

取組事例についての

発表資料等 

瀬戸内海環境保全小委員会（第 15 回）資料 

情報提供元 香川県環境森林部環境管理課 
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